
（３）基礎天端（溶射）補修工事

【作業フロー図】
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【施工概要図】

　　step① 現状把握 　　　　step② 基礎天端コンクリートはつり ④-(1)　荒ブラスト処理

④-(2)　ブラスト仕上げ処理
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　　step③ ブラスト処理 　　　　step④ アルミ溶射 否

⑥　封孔処理

同工法を採用した工事件名
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　　step⑤ 複合塗装 　　　　step⑥ 基礎コンクリート打設 500 ～ 66 5
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概      要
鉄塔の主柱材と基礎天端部との境界部分において、水分が溜まったことによる腐食が
発見確認された。
腐食が進行すると鉄塔強度に影響を及ぼすことから、防食対策を実施する。

防食対策は、長期的な防食効果が期待できる「金属溶射技術」のうち、一般構造物の
適用事例も多い「フレーム溶射（アルミ溶射）」を採用している。
＊ 金属溶射技術には、ガス溶射による「フレーム溶射」や電気溶射による「アーク溶
射」「プラズマ溶射」等」がある。
また、溶射皮膜の防食性を向上させるため、エポキシ樹脂系塗装により複合塗装を実
施。

基数 備考

⑦　複合塗装

⑧　基礎コンクリート打設　ＥＮＤ

発 注 者

⑤　アルミ溶射

工　事　件　名

九 州 電 力 ㈱ 新種子島中種子線鉄塔部材取替工事（13期)

九 州 電 力 ㈱  阿瀬津奈良尾線鉄塔基礎材腐食箇所溶射塗装修繕工事

九 州 電 力 ㈱  諫早大村線ほか鉄塔基礎溶射塗装修繕工事

九 州 電 力 ㈱  阿瀬津小値賀線鉄塔基礎材腐食箇所溶射塗装修繕工事

九 州 電 力 ㈱  長崎幹線ほか鉄塔基礎溶射塗装修繕工事

九 州 電 力 ㈱  鳥栖三池線外鉄塔基礎天端部腐食修繕工事

九 州 電 力 ㈱  佐賀関製錬所分岐線外基礎補修修繕工事

 豊前北幹線他鉄塔基礎天端部修繕工事

九 州 電 力 ㈱  東福岡幹線ほか基礎天端部修繕工事

九 州 電 力 ㈱
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膜厚測定

膜厚測定

50μm×2回=100μ
m以上を確保する。

溶射被膜の防食性向上の
ため、エポキシ樹脂系塗
料により複合塗装を行う。

劣化した亜鉛メッキ層をほぼ除
去する程度までブラストする。

清掃処理（肉眼で見える異物質を完全に除去、錆巣に残
留する腐食生成物を除去）と粗面化処理（溶射被膜が融

着するのに有効な表面粗さを付与）を行う。

SIS  Sa3とする。（SIS:ケレン方法とケレン程度を定めて写
真集になったスウェーデンの規格）

測定計器で表面粗さを測定する。標準見本版との対比と
共に、表面粗さRa8μm以上Rz50μm以上とする。

ガス溶線式フレーム溶射機で、アルミワイヤφ1/8インチ、
純度９９．７%の線材を使用して、容射を行う。

150μm以上を確保する。

溶射被膜の多孔性を改善し、腐食環境を遮断することにより
被膜の犠牲腐食速度を遅らせ、被膜の寿命延長を図る。


